








































































 ①対象生徒 本校第２学年 
 ②研究期間 令和２年１１月，令和３年１月～２月 



































3.13 3.30 3.40 ＊＊
2.97 3.12 3.13 ＊＊
2.92 3.10 3.71 ＊＊
2.80 2.97 3.23 ＊＊
2.88 3.03 2.67 ＊＊
2.80 2.96 3.04 ＊＊
2.30 2.30 0.11







3.21 3.31 2.10    ＊
3.34 3.60 5.67 ＊＊
2.83 3.09 5.05 ＊＊
2.74 2.80 1.01
3.03 3.19 2.96 ＊＊
2.12 1.99 2.07    ＊
2.40 2.26 2.11    ＊
2.10 1.95 2.67 ＊＊
1.94 1.90 0.65
1.78 1.73 0.75
33.6 34.8 4.38 ＊＊
35.4 36.8 5.37 ＊＊
69.0 71.6 6.17 ＊＊
事前（平均） 事後（平均） t値(df=171）
バスケットボール　測定結果
1 ほかの人と比べると話し好きです 3.17 3.20 0.52
2 元気が良いと人に言われます 2.94 2.97 0.70
3 どちらかと言うとにぎやかな性格です 2.92 2.99 1.49
4 ほかの人と比べると活発に行動する方です 2.84 2.88 0.77
5 積極的に人と付き合う方です 2.93 3.10 0.96
6 ほかの人と同じようにすぐに友達ができる方です 2.84 2.87 0.65
7 どちらかと言うとおとなしい性格です 2.27 2.26 0.21
8 あまり自分の意見を主張しない方です 2.33 2.32 0.08
9 どちらかと言うと引っ込み思案です 2.30 2.15 2.76 ＊＊
10 人前で話すのは苦手です 2.73 2.58 2.36    ＊
11 どちらかと言うと地味で目立たない方です 2.30 2.20 1.80    +
12 どちらかと言うと無口です 1.97 1.86 2.09    ＊
13 思いやりのある方です 2.83 2.87 0.82
14 子どもや老人の世話をするのが好きです 2.68 2.74 0.94
15 誰にでも親切にするように心がけています 3.16 3.26 1.93    ＊
16 みんなできめたことは、できるだけ協力しようと思います 3.43 3.45 0.53
17 人助けのためならやっかいなことでもやります 2.87 2.99 2.16    ＊
18 どちらかと言うと人情にあつい方です 2.70 2.75 0.83
19 いつも人の立場になって考えるように心がけています 3.01 3.04 0.62
20 誠実に仕事をしていてもあまり得にはなりません 2.24 2.08 2.78 ＊＊
21 人の言葉には裏があるのでそのまま信じない方が良いと思います 2.85 2.55 4.82 ＊＊
22 みんなで決めたことでも自分に不利になる場合は協力したくありません 2.23 2.13 1.49
23 人から親切にされると何か下心がありそうで警戒しがちです 2.05 1.92 2.27    ＊
24 親しい仲間でも本当に信用することはできません 1.91 1.77 2.32    ＊
33.8 34.6 2.81 ＊＊
34.4 35.7 4.35 ＊＊
68.1 70.3 4.63 ＊＊




















ます」など 6 項目に改善が見られた。協調性尺度の得点は，事前 34.4 点，事後 35.7 点となり，ｔ検定の
結果，1％の優位水準で得点の向上が認められた。このことは，ダンスの授業は生徒の協調性を改善させる


















































































































































学習活動 指導・支援と留意点 評価等 
１ 整列をして準備運動と
挨拶を行う。 
 
２ 本時の活動内容と授業
のめあてを確認する。 
 
 
 
 
３ チームで練習を行う。 
・連続シュート 
 ・リバウンドシュート 
 ・ノックダウンゲーム 
 
４ チーム内でミニゲーム
を行う。（ハーフコート） 
 
 
５ 他チームとゲームを行
う。（フルコート） 
 
 
 
 
６ 本時の振り返りをする。 
 
１ 班隊形で準備運動と整列するように声をかける。 
 
 
２ 本時の活動内容とめあてについて理解を深めるた
めに，パワーポイントで示しながら確認する。 
 
 
 
 
３ チームで協力して練習を行うように声をかける。 
 ・声を出してパスを受けてシュートすること 
・高い位置でキャッチしてシュートすること 
・シュートの後，素早くリバウンドを取りに行くこと 
 
４ チーム内でミニゲームを行うことで，互いのよいプ
レイを称賛できるようにする。特にリバウンドを取り
に行こうとすることを称賛するよう助言する。 
 
５ ４のミニゲームで称賛したことを取り上げ，リバウ
ンドなどの良いプレイをするよう指示する。また，試
合に出ていないときは，味方チームのプレイを見て称
賛したり，アドバイスしたりするよう指示する。 
 
 
６ 本時の学習内容の理解を深めるために，数名の生徒
に発表させ，まとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主体的に学習に取り組む態度 
 リバウンドを取りに行
こうとしたり，それを称
賛したりすることがで
きる (観察・学習カード)
 
 
５ 成果と今後の取り組み 
 本研究では，集団種目において「仲間の学習の援助」や「話し合い」，「互いの良いところを伝える」とい
った活動が社会情緒的コンピテンスにどのように作用するかを調査することとし，ダンスとバスケットボ
ールの２種目で，外向性と協調性を検証した。その結果，８時間のダンスと６時間のバスケットボールの単
お互いの良さを認め合い，良いプレイをほめ合おう 
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元の前後で社会情緒的コンピテンスの 1 つの指標である外向性尺度と協調性尺度の向上が認められた。こ
の結果から，ダンスやバスケットボールの授業は，生徒の外向性や協調性を育み，ひいては社会情緒的コン
ピテンスを向上させる効果があるのではないかと考えられる。 
 外向性が向上したことについて，アドバイスや賞賛と言った声かけを積極的に行うように助言した成果
であると考えられる。特に，互いの良いところを伝えるといったポジティブな声かけは，生徒の学習意欲を
高める作用があると授業者の観察記録や生徒の記述から示唆された。また本研究では，話し合いの場を設
定しなくても，生徒は活動の中で積極的にアドバイスや声かけをしている姿が多く見られた。このことに
ついても外向性の向上が影響しているのではないかと考えられる。 
協調性が向上したことについて，仲間の学習の援助の効果によるものであると考えられる。本研究では，
ペアやグループ活動を多く取り入れ，仲間と協力して課題を解決させる活動が多くあった。特に，バスケッ
トボールの授業では，課題を達成するために，仲間と協力し，練習を工夫したり，作戦を考えたりしている
様子が見られた。この活動によって，チームのみんなができるようになることや，みんなとできることに楽
しさや喜びを感じ，集団種目において必要である協調性を高めることができたのではないかと推測できる。 
一方で，ダンスでは創作時間が短かったこと，バスケットボールでは単元を通して明確な目標を意識さ
せられなかったことが課題であった。このことは，目標や課題を達成させるための練習時間の確保や具体
的な姿を提示するなどの指導の工夫の重要性を示しており，授業時数や授業構成，単元構成を検討する必
要がある。このような工夫によって，生徒の外向性や協調性，ひいては社会情緒的コンピテンスのその他の
指標の向上にも作用するのではないかと考えられる。 
しかしながら，本研究で得られた外向性や協調性の向上が，授業づくりによるものか，ダンスや球技のも
つ特性によるものか，あるいはこのほかの要因によるものかは特定できない。本研究の課題を踏まえ，ほか
の種目においても調査することが今後の課題である。 
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